
日

本
文
藝
・
學
原
論

日

本
 
的
 
霊
 
性
 
美

村

田

昇

等
闘
論
 
歌
道
と
宇
宙
自
然

 
和
歌
は
日
本
詩
情
の
原
始
で
あ
る
。
美
と
は
調
和
あ
る
充
実
し
た
生
命
と
力

の
対
象
で
あ
る
。
和
歌
と
名
づ
け
る
野
情
詩
の
美
は
律
動
を
主
と
す
る
。
音
律

生
命
は
深
秘
で
あ
る
。
声
に
発
し
て
歌
う
て
譜
調
な
く
ば
美
で
は
な
い
。
宇
宙

'
自
然
は
美
の
根
元
で
あ
る
。
宇
宙
自
然
は
律
動
し
て
い
る
。
宇
宙
自
然
に
包
摂

さ
れ
て
い
る
人
間
も
硬
度
動
体
で
あ
る
ゆ
和
歌
は
宇
宙
自
然
の
律
動
生
命
と
譜

吊
し
て
い
る
か
ら
美
し
い
の
で
あ
る
。
詩
は
霊
魂
の
窓
。
天
啓
の
声
．
生
命
の

躍
動
と
い
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
原
理
を
解
明
し
た
の
は
、
日
本
仏
教
で

あ
る
。
日
本
仏
教
は
歌
道
哲
学
と
な
っ
て
、
和
歌
の
発
達
の
原
理
と
な
り
つ
つ

遠
く
豚
流
し
て
現
代
に
達
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
自
然
と
仏
教
の
結
合
史
か
ら

，
究
明
を
始
め
て
み
た
い
。

 
声
塵
得
道
音
楽
に
よ
っ
て
閉
さ
れ
た
心
が
自
ら
開
か
れ
、
異
っ
た
各
入
区
々

の
心
が
、
溶
け
合
い
統
合
さ
れ
て
、
普
遍
的
社
会
精
神
に
過
る
こ
と
は
、
記
・

紀
の
岩
戸
神
話
に
語
ら
れ
て
い
る
。
岩
戸
神
話
は
農
耕
日
本
民
族
の
稲
作
の
豊

穣
を
祈
る
為
に
神
を
慰
楽
し
奉
る
歌
舞
で
あ
っ
た
が
、
神
楽
・
田
遊
び
・
田
楽

等
と
変
態
し
つ
つ
、
田
園
芸
能
性
を
離
さ
ず
日
本
歌
舞
史
の
主
流
と
し
て
今
日

迄
流
伝
し
、
日
本
人
の
宗
教
心
を
培
育
し
た
。
今
昔
物
語
巻
廿
八
第
二
七
話
に

 
 
 
く
ぐ
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
し
ろ

蔑
し
い
偲
偲
子
か
ら
国
衙
の
役
人
目
代
に
出
世
し
て
素
性
を
隠
し
て
い
た
が
、

俺
儲
子
ど
も
が
多
く
国
衙
に
き
て
、
も
の
吹
き
詠
う
拍
子
を
聞
き
、
そ
れ
に
魅

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な

了
さ
れ
て
俄
か
に
立
ち
走
り
乙
で
、
賎
し
い
素
性
を
露
出
し
た
と
あ
る
。

梁
塵
秘
抄
三
五
九
に
、

 
あ
そ
び
を
せ
ん
と
や
う
ま
れ
け
む
、
た
は
ふ
れ
せ
ん
と
や
む
ま
れ
け
ん
、
あ

 
そ
ぶ
こ
ど
も
の
こ
ゑ
き
け
は
、
わ
が
み
さ
へ
、
こ
そ
ゆ
る
が
る
れ
、

と
あ
る
の
も
、
人
心
を
譜
和
す
る
音
楽
の
絶
対
的
自
然
力
を
証
し
て
い
る
。
貴

蔑
・
男
女
・
老
若
・
都
鄙
等
諸
の
差
別
を
撤
去
し
て
平
等
一
如
に
解
か
す
こ
と

に
お
い
て
音
楽
に
及
く
も
の
は
な
い
。
法
華
経
に
観
世
音
菩
薩
普
門
品
・
妙
音

菩
薩
品
が
あ
る
。
維
摩
経
に
仏
国
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
人
に
母
野
の
宇

宙
的
功
徳
を
深
信
せ
し
め
た
。
和
歌
は
拝
情
の
音
楽
で
あ
る
。
宇
宙
自
然
の
律

動
に
和
し
た
日
本
人
の
拝
情
が
和
歌
で
あ
る
。
大
和
魂
で
あ
る
。
華
厳
経
に
説

示
し
た
無
辺
広
大
な
美
し
き
魂
で
あ
る
。
み
や
び
も
も
の
の
あ
は
れ
も
風
流
も

皆
こ
こ
か
ら
縁
起
し
て
い
る
。
こ
の
日
本
歌
論
の
哲
学
的
源
泉
は
、
弘
法
大
師

の
「
文
鏡
秘
府
論
」
 
「
三
教
野
帰
」
 
「
文
筆
眼
心
乱
」
で
あ
り
、
そ
の
又
根
底

に
は
、
「
異
本
即
身
義
」
「
声
学
実
相
義
」
等
の
真
言
哲
学
が
あ
る
の
で
あ
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日
本
文
藝
學
原
論
 
 
「
日
本
的
霊
性
美
」



る
。
こ
こ
に
和
歌
の
美
の
様
式
が
日
本
的
自
然
の
四
季
の
流
転
か
ら
学
び
え
ら

れ
て
い
る
。

 
春
を
以
て
陽
中
と
な
し
徳
沢
偏
な
ら
ず
。
即
ち
平
声
の
象
な
り
。
夏
は
草
木

 
茂
盛
に
し
て
炎
熾
な
る
こ
と
火
の
如
し
。
即
ち
上
声
の
象
な
り
。
秋
は
霜
凝

 
て
木
落
ち
根
を
去
り
本
を
坐
る
。
即
ち
去
声
の
象
な
り
。
冬
は
天
地
冷
蔵
ル

 
て
万
物
書
き
収
る
。
即
ち
入
声
の
象
な
り
。
 
（
文
鏡
秘
府
論
・
原
漢
文
）
詩

 
は
題
目
中
の
意
を
潔
し
霊
く
す
こ
と
を
貴
ぶ
べ
し
。
然
も
看
て
當
に
見
る
所

 
 
 
 
 
か
の
う

 
の
景
物
と
意
醤
者
と
相
兼
た
る
を
道
ふ
べ
し
。
若
し
一
向
に
意
を
言
へ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
こ
や

 
詩
の
中
妙
な
ら
ず
及
た
味
無
し
。
漢
語
若
し
多
く
昼
と
相
兼
て
堅
か
な
ら
ざ

 
れ
ば
、
理
を
道
ふ
と
錐
も
亦
味
無
し
。
昏
旦
の
景
色
四
時
の
気
象
謝
意
を
以

 
て
之
を
排
し
て
、
次
序
有
り
し
め
意
を
兼
ね
し
め
て
こ
れ
を
説
く
を
妙
と
な

 
す
・
消
日
の
出
る
初
に
は
河
山
林
峰
涯
壁
の
問
、
宿
霧
及
び
気
需
皆
目
の
色

 
の
尋
者
の
虎
に
随
て
使
ち
明
け
て
、
物
に
鰯
れ
て
皆
光
色
を
発
す
る
者
、
霧

 
気
の
湿
書
す
る
鹿
に
因
っ
て
、
日
に
照
ら
さ
れ
て
水
光
発
す
。
日
午
に
至
っ

 
て
は
気
鶉
旧
く
と
錐
も
陽
気
正
に
甚
し
。
万
物
皆
蒙
蔽
し
て
却
て
用
に
堅
え

 
ず
。
暁
の
間
に
至
っ
て
は
気
講
未
だ
起
ら
ず
陽
気
梢
く
に
欧
て
万
物
卜
書
な

 
り
。
遙
に
此
を
目
し
て
乃
ち
用
う
る
に
堪
え
た
り
。
一
物
に
至
る
ま
で
評
説

 
色
を
成
す
。
此
の
時
乃
ち
誓
う
る
に
堪
え
た
り
。
説
く
所
の
景
物
を
思
ひ
て

 
必
ず
好
く
四
時
に
似
た
る
者
を
従
ひ
よ
。
春
夏
秋
冬
気
色
時
に
随
っ
て
意
を

 
生
じ
て
之
を
取
り
用
ひ
よ
。
意
に
之
を
用
ふ
る
時
は
、
必
ず
す
べ
か
ら
く
神

 
を
安
ん
じ
慮
を
悉
く
す
べ
く
、
目
に
そ
の
物
を
賭
て
即
ち
心
に
入
れ
よ
。
心

 
に
そ
の
物
を
通
じ
、
物
通
じ
て
即
ち
言
ふ
。
こ
の
状
を
言
ふ
こ
と
、
す
べ
か

 
ら
く
そ
の
景
に
似
た
る
べ
し
。
語
は
す
べ
か
ら
く
天
海
の
内
巻
方
寸
に
入
れ

 
盗
む
べ
く
云
々
（
同
）
、

と
い
ふ
。
こ
の
心
意
（
美
意
識
・
美
観
）
を
、
四
時
の
景
観
を
借
っ
て
様
式
と

な
す
論
で
あ
る
。
外
景
が
美
意
識
を
生
み
、
美
意
識
が
詩
を
形
成
す
る
と
論
じ

て
い
る
。
内
外
相
応
で
あ
る
。
か
う
し
た
深
い
美
学
が
既
に
九
世
観
の
日
本
の

天
才
に
お
い
て
発
見
さ
れ
て
い
た
。
文
中
に
述
べ
て
い
る
霧
霧
の
景
は
、
モ
ン

ス
ー
ン
の
影
響
を
う
け
る
東
洋
的
風
土
の
特
色
で
あ
る
。
次
に
十
七
勢
・
十
四

例
・
十
臓
・
六
義
・
八
階
・
六
志
・
九
意
の
漢
詩
の
様
式
を
、
四
季
の
景
観
を

以
て
説
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
和
歌
と
直
接
関
係
が
な
い
か
ら
省
馨
し
た
。

次
に
「
異
本
即
身
義
」
に
は
、

 
問
、
先
づ
六
大
と
は
何
ぞ
。
答
、
地
水
火
風
空
識
、
此
を
六
大
と
い
ふ
。
問

 
何
が
故
に
此
を
六
大
と
い
ふ
。
答
、
こ
の
六
を
一
切
有
情
非
情
に
遍
く
す
る

 
が
故
に
大
と
い
う
。
問
て
い
ふ
。
い
か
で
か
こ
の
六
大
有
情
非
情
に
遍
く
す

 
る
が
故
に
即
身
成
仏
と
い
ふ
を
得
る
ぞ
。
問
、
こ
の
六
大
は
こ
れ
衆
生
の
六

 
大
な
り
。
い
か
で
か
仏
の
六
大
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
し
と
い
ふ
か
。
答
、
心

 
仏
及
び
衆
生
是
の
三
差
別
無
し
。
故
に
仏
の
六
大
に
あ
ら
ざ
る
な
し
と
い

 
ふ
。

と
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
人
間
も
自
然
も
平
等
に
成
仏
し
て
い
る
。
汎
神
論
で
あ

る
。
「
管
玉
実
相
義
」
に
は
、

 
五
大
皆
響
有
り
、
十
界
言
語
を
具
す
。
六
塵
悉
く
文
字
、
法
身
是
野
相
。

 
内
外
の
風
気
纏
に
発
す
れ
ば
、
必
ず
響
く
を
名
づ
け
て
声
と
い
ふ
な
り
。
響

 
は
必
ず
声
に
由
る
ゆ
声
は
即
ち
響
の
本
な
り
。
声
発
し
て
虚
し
か
ら
ず
、
物

 
の
名
を
表
す
と
號
し
て
字
と
い
ふ
な
り
。
名
は
必
ず
体
を
招
く
。
之
を
実
相

 
と
名
づ
く
。
書
字
実
相
三
種
区
に
別
け
た
る
を
義
と
名
づ
く
。
又
四
大
相
鱗

 
る
れ
ば
音
響
必
ず
応
ず
る
を
声
と
い
ふ
。
五
音
八
音
七
倒
謡
言
皆
悉
く
声
を

 
待
て
起
る
。
声
の
名
を
回
す
る
必
ず
文
字
に
由
る
。
文
字
の
起
り
は
本
こ
れ

（96）



 
六
塵
な
り
。

 
法
然
随
縁
有
り
と
は
、
如
上
の
顕
並
等
の
色
或
は
法
然
の
長
竿
な
り
。
聴
く

 
法
仏
の
依
正
是
な
り
。
大
日
経
に
曰
く
、
爾
の
時
に
大
日
世
尊
等
三
昧
に
入

 
り
給
ふ
。
即
時
に
諸
仏
の
国
土
地
平
な
る
こ
と
掌
の
如
し
。
五
宝
間
召
し
、

 
八
功
徳
水
券
情
意
満
せ
り
。
無
量
の
衆
心
あ
り
、
二
心
呈
出
二
和
雅
の
音
…

 
を
、
時
華
雑
言
敷
書
し
直
列
せ
り
。
無
量
の
楽
器
自
然
に
韻
に
諾
ひ
、
其
の

 
声
微
妙
に
し
て
人
聞
か
ん
こ
と
を
早
う
所
な
り
。
無
量
の
菩
薩
の
随
福
所
感

 
の
宮
室
殿
堂
意
生
の
座
あ
り
。

と
、
宇
宙
を
無
限
律
動
体
と
観
じ
、
又
人
身
も
法
身
の
変
化
と
観
じ
、
色
声
香

味
無
法
の
六
塵
悉
く
文
字
と
し
た
。
文
字
と
は
律
動
す
る
宇
宙
生
命
（
法
身
）

の
人
間
的
具
現
で
あ
る
。
生
活
そ
の
ま
ま
が
表
現
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
自
然
を
尊
重
す
る
密
教
は
、
弘
法
大
師
の
七
言
宗
に
由
り
、
「
復
た
草
木

 
 
 
も
の
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
の
も
と

威
能
く
言
語
ふ
こ
と
あ
り
。
」
（
書
紀
一
書
）
「
葦
原
中
国
は
盤
根
・
木
株
・

か
や
の
か
き
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と

草
葉
も
猶
能
く
言
語
ふ
」
 
（
同
）
。
常
陸
風
土
記
・
同
。
「
語
間
ひ
し
盤
根
・

こ
だ
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と

木
樹
・
草
の
墨
書
を
も
、
語
止
め
て
、
天
の
盤
座
放
れ
。
」
 
（
延
喜
式
年
大
学

）
語
間
ひ
し
盤
根
樹
立
、
草
の
片
葉
を
も
語
止
め
て
。
」
 
（
遷
都
崇
神
）
と
い

う
原
始
日
本
人
の
言
霊
信
仰
を
、
生
か
し
て
い
る
。
西
行
が

．
我
が
歌
を
読
む
は
遙
に
尋
常
に
異
な
り
。
華
香
郭
公
月
雪
観
て
墨
書
の
興
に

 
向
ひ
て
も
、
凡
そ
所
有
相
是
虚
妄
な
る
こ
と
眼
に
遮
り
、
耳
に
満
て
り
。

 
又
読
み
出
す
所
の
言
句
は
皆
是
真
言
に
あ
ら
ず
や
。
華
を
読
む
と
も
實
に
華

 
と
思
ふ
こ
と
な
く
、
月
を
詠
ず
れ
ど
も
月
と
思
は
ず
。
只
此
の
如
く
し
て
縁

 
に
随
ひ
て
読
み
置
く
虎
な
り
。
紅
虹
た
な
び
け
ば
虚
空
い
う
ど
れ
る
に
似
た

り
。
白
日
か
が
や
け
ば
、
虚
空
明
か
な
る
に
似
た
り
。
・
…
-
こ
の
歌
譲
れ
如

 
来
の
形
膿
な
り
。
さ
れ
ば
一
首
を
読
み
出
で
て
は
一
臓
の
仏
像
を
造
る
思
ひ

日
本
文
藝
學
原
論
 
「
日
本
的
霊
性
美
」

 
を
な
し
、
一
句
を
思
ひ
続
け
て
は
、
秘
密
の
真
言
を
唱
ふ
る
に
同
じ
。
罵
れ

 
歌
に
よ
り
て
法
を
得
る
こ
と
あ
り
。
若
し
こ
㌧
に
至
ら
ず
し
て
、
妄
り
に
此

 
の
道
を
学
ば
ゴ
、
邪
路
に
入
る
べ
し
。
 
（
喜
海
撰
・
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
）

と
あ
る
論
も
真
言
哲
学
を
う
け
つ
い
だ
歌
論
で
あ
る
。

真
言
僧
守
覚
法
親
王
の
「
右
記
」
の
「
管
絃
音
曲
等
事
」
の
項
に
、

 
導
管
在
二
左
右
一
。
君
臣
知
二
治
乱
一
。
移
レ
風
易
レ
俗
。
莫
レ
善
避
難
楽
｝
。
然
則

 
布
レ
政
有
二
礼
楽
無
畜
規
一
。
 
（
中
署
）
自
然
之
辞
通
二
上
下
一
。
．
謂
二
之
一
音
一
。
．

 
音
有
二
寒
之
温
三
一
。

 
 
是
陰
陽
愚
管
霜
曇
。
陰
湿
気
重
・
音
。
是
水
音
也
。
又
陽
温
気
生
レ
音
。
是

 
火
音
也
。
然
後
強
気
生
レ
音
。
耳
金
音
也
。
和
気
生
レ
音
。
直
土
音
也
。
此
五

 
毛
馬
二
宮
商
再
徴
面
一
。
従
レ
此
生
二
八
音
一
。
従
二
八
音
一
生
二
六
十
四
音
一
。
是

 
則
八
卦
。
八
音
生
二
八
々
六
十
四
音
一
也
。
日
月
之
音
燭
。
以
窺
書
夜
風
一
為
二

 
其
音
一
。
衆
星
之
音
中
風
也
。
 
（
中
暑
）
順
風
起
而
正
二
理
四
序
品
節
一
之
時
。

 
国
振
相
成
。
 
（
中
暑
）
内
典
所
・
記
。
以
・
音
成
二
仏
事
二
云
々
。
此
文
有
二
塁

 
深
了
見
一
。
浅
義
易
レ
知
。
深
義
者
夫
妙
音
薩
塘
三
摩
耶
濫
費
肇
也
。
費
惑
者

 
四
絃
也
。
此
四
絃
有
二
発
心
修
行
菩
提
渥
毒
忌
音
一
。
品
名
二
軸
行
介
入
音
一
。

 
大
師
御
三
。
回
報
背
高
絃
四
種
法
音
長
後
。
示
二
件
薩
塘
秘
旨
一
。
演
二
即
身

 
頃
懇
意
事
一
。
総
二
伎
楽
嵩
置
一
者
。
以
二
藍
三
昧
一
。
引
二
入
衆
生
乏
方
便
也
。

 
深
奥
難
・
顕
。
下
暑
。

と
、
弘
法
の
所
説
を
統
い
で
聲
塵
得
道
を
力
説
し
て
い
る
。

 
註
 
守
覚
法
親
王
は
、
後
臼
河
天
皇
の
第
二
皇
子
。
仁
和
寺
門
跡
と
な
り
北

院
に
住
し
た
。
御
室
法
流
の
中
興
の
祖
。
建
仁
二
年
寂
。
著
「
左
記
」
 
（
新

 
校
群
書
類
聚
第
十
九
巻
所
収
）
の
序
に
は
、
 
「
凡
今
度
滅
亡
平
家
一
族
之

 
中
。
三
好
不
・
浅
之
輩
少
々
侍
」
等
と
あ
っ
て
、
平
家
物
語
考
究
の
資
料
に
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ノ

 
な
る
。
平
家
物
語
巻
三
「
満
文
」
に
、
 
「
仁
和
寺
の
御
定
智
覚
法
親
王
、
急

 
ぎ
参
内
あ
っ
て
、
孔
雀
経
の
法
を
以
て
御
加
持
あ
り
。
」
と
あ
る
。
又
、
巻

 
七
「
経
正
の
都
落
」
に
「
修
理
の
大
夫
経
盛
の
嫡
子
、
皇
后
宮
の
亮
経
正
は

 
幼
少
の
時
よ
り
、
仁
和
寺
の
御
堂
の
御
所
に
、
童
形
に
て
候
は
れ
し
か
ば
云

 
々
」
と
あ
る
。

和
歌
は
自
然
の
響
、
法
爾
随
縁
、
自
然
智
で
あ
っ
て
、
後
得
智
を
要
し
な
い
。

霊
牌
界
よ
り
の
発
声
で
あ
る
。
海
潮
音
で
あ
る
。
地
弾
菩
薩
の
叫
び
で
あ
る
。

故
に
「
古
今
和
歌
集
序
」
に
、

 
や
ま
と
歌
は
、
ひ
と
の
心
を
種
と
し
て
、
よ
う
つ
の
言
の
葉
と
そ
な
れ
り
け

 
る
。
世
の
中
に
あ
る
人
、
こ
と
わ
ざ
し
げ
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
事
を

．
見
る
物
聞
く
物
に
つ
け
て
、
い
ひ
出
だ
せ
る
な
り
。
花
に
鳴
く
鶯
、
水
に
住

 
む
か
は
つ
の
声
を
聞
け
ば
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
。
い
つ
れ
か
歌
を
詠
ま

 
ざ
り
け
る
。
力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も

 
あ
は
れ
と
思
は
せ
、
を
と
こ
女
の
中
を
も
や
は
ら
げ
、
た
け
き
も
の
の
ふ
の

 
心
を
も
慰
む
る
は
歌
な
り
。
こ
の
歌
、
あ
め
つ
ち
の
闘
け
は
じ
ま
り
け
る
時

 
よ
り
い
で
き
に
け
り
。

 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

と
あ
る
。
ひ
と
つ
心
と
は
仏
教
の
一
心
。
種
と
は
天
台
の
種
壷
脱
の
種
、
真
言

の
種
子
曼
茶
羅
。
仏
教
で
は
、
万
有
の
根
本
原
理
で
あ
る
真
如
又
は
如
来
義
心

を
一
心
と
い
い
、
天
台
の
摩
詞
止
観
第
五
上
に
は
、
「
夫
一
心
十
法
界
ヲ
具
ス
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ

一
法
界
又
ハ
十
法
界
ヲ
具
ス
。
此
三
千
、
一
念
心
二
在
リ
、
協
心
無
ク
ン
バ
而

ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

已
。
悪
評
タ
ル
有
・
心
バ
、
即
三
千
ヲ
具
ス
」
と
あ
り
、
華
厳
経
如
来
林
菩
薩
偶

に
は
、
「
心
ハ
工
画
師
ノ
如
シ
、
種
々
ノ
五
陰
ヲ
画
ク
、
一
切
世
界
ノ
中
、
法
ト
シ

テ
造
ラ
ザ
ル
無
シ
」
と
あ
っ
て
、
何
れ
も
天
台
学
で
も
重
ん
ぜ
ら
れ
る
填
句
で

、
あ
る
。
真
言
で
い
う
曼
茶
羅
と
は
、
万
有
一
如
な
る
無
限
宇
宙
の
当
体
、
即
ち
如

来
辛
煮
で
あ
る
。
種
子
と
は
草
木
の
種
子
に
喩
え
た
名
で
、
梵
の
一
字
か
ら
無

量
の
義
を
三
つ
る
と
い
う
信
仰
で
み
る
。
梵
字
中
の
阿
字
は
、
「
阿
字
は
薄
れ
一
．

切
伝
教
の
本
な
り
。
凡
そ
最
初
の
口
を
開
く
歌
に
皆
阿
の
声
あ
り
。
若
し
阿
の

．
声
を
離
る
れ
ば
即
ち
一
切
の
言
説
な
し
。
故
に
衆
声
の
母
と
す
。
凡
そ
三
界
の

語
言
は
皆
名
に
依
る
。
故
に
悉
曇
の
阿
字
は
亦
衆
字
の
母
な
り
つ
」
（
大
日
経
回

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
ビ
ヘ
ド
 
ヘ
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

第
七
）
と
重
ん
じ
て
い
る
。
ひ
と
つ
心
の
種
は
、
歌
論
で
い
う
「
實
」
、
よ
う
つ

ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

の
言
の
葉
は
「
花
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
花
實
相
兼
の
古
典
様
式
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
「
實
」
は
仏
教
か
ら
見
る
と
、
如
来
の
真
黒
大
慈
大
悲
が
蔵
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宣
長
が
「
こ
の
心
と
い
ふ
が
則
物
の
あ
は
れ
を
し
る
心
也
，

」
（
石
上
私
淑
言
上
）
と
い
っ
た
あ
は
れ
を
し
る
人
間
的
愛
情
で
あ
っ
て
、
新
古

今
集
漢
文
序
の
「
理
野
畑
民
之
鴻
基
」
や
定
家
の
有
心
と
同
質
の
心
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

そ
の
心
の
表
現
で
あ
る
こ
と
ば
は
空
華
で
あ
る
。
真
言
で
あ
る
。
平
等
性
智

で
あ
る
。
原
人
は
人
間
の
作
為
し
た
概
念
的
言
語
文
字
は
理
解
し
え
な
い
け
れ

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

ど
も
も
の
の
美
や
も
の
の
響
き
に
は
平
等
に
感
動
す
る
。
響
き
と
交
遍
し
て
自

然
と
同
化
し
、
日
本
的
霊
気
を
自
覚
し
て
き
た
。
王
朝
時
代
が
降
る
に
従
い
信

仰
と
文
芸
は
弥
ζ
密
着
し
て
、
源
氏
物
語
に
極
っ
た
。
源
氏
物
語
の
仏
教
は
主

と
し
て
法
華
経
と
恵
心
の
往
生
要
集
で
あ
る
。
要
集
の
思
想
の
基
礎
は
、
法
華

経
と
浄
土
思
想
の
統
一
に
あ
っ
た
。
浄
土
所
依
の
「
大
無
量
寿
経
」
に
は
、
極

楽
浄
土
の
荘
厳
を
述
べ
て
、
 
「
清
風
時
に
発
り
て
五
つ
の
音
声
を
出
す
。
微
妙

の
介
商
、
自
然
に
相
器
せ
り
。
」
「
自
然
萬
種
の
伎
楽
有
り
。
又
其
の
乱
声
、
法

音
に
非
ざ
る
無
し
。
年
記
哀
亮
に
し
て
微
妙
和
雅
な
り
。
十
方
世
界
の
音
声
の

中
に
最
も
第
一
を
為
す
。
」
「
但
自
然
快
楽
の
音
の
み
有
り
。
」
「
観
無
量
寿
経

」
に
は
、
「
行
者
当
に
水
流
・
光
明
及
び
諸
の
宝
樹
・
髭
雁
日
野
鶯
皆
妙
を
説

く
を
聞
く
べ
し
。
と
あ
り
、
「
彼
の
国
に
は
常
に
種
々
の
奇
妙
雑
色
の
鳥
有
り
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回
廊
・
孔
雀
・
鵬
鵡
・
舎
利
・
迦
陵
頻
伽
・
共
命
の
鳥
な
り
。
是
の
諸
衆
の
鳥

書
夜
六
時
に
和
雅
の
音
を
出
す
、
其
の
音
五
根
・
五
力
・
七
菩
提
分
・
八
聖
道

分
担
の
如
き
等
の
法
を
演
満
す
。
其
の
土
の
衆
生
、
此
の
音
を
聞
き
己
り
て
皆

、
悉
く
仏
を
念
じ
法
を
念
じ
僧
を
念
ず
。
」
「
彼
の
仏
の
国
土
に
は
微
風
吹
草
し
、

諸
の
宝
行
樹
及
び
宝
羅
網
微
勲
の
音
を
出
す
。
讐
へ
ば
百
千
種
の
楽
を
同
時
に

倶
に
聴
す
が
如
し
。
是
の
音
を
聞
く
者
は
皆
自
然
に
念
仏
・
念
法
・
念
僧
の
心

を
生
ず
と
あ
る
。

道
元
の
正
法
眼
蔵
に
「
山
色
漢
声
」
の
巻
が
あ
っ
て
、

 
大
憂
国
に
東
披
居
士
蘇
献
と
あ
り
し
は
、
あ
る
と
き
盧
山
に
い
た
り
し
ち
な

 
み
に
、
漢
水
の
書
流
す
る
声
を
き
く
に
悟
道
す
。
偶
を
つ
く
り
て
常
総
禅
師

 
に
呈
す
る
に
い
は
く
、
墨
書
仮
是
廣
長
舌
。
山
色
無
非
清
浄
心
。
夜
来
八
萬

 
四
千
偶
。
佗
日
如
何
學
外
人
。
㍉

と
あ
り
、
 
「
無
情
説
法
」
の
巻
に
は
、

 
い
は
ん
や
空
に
お
ふ
る
樹
木
あ
り
、
雲
に
お
ふ
る
樹
木
あ
り
、
点
火
等
の
な

 
か
に
所
生
長
の
百
雷
萬
樹
、
お
ほ
よ
そ
有
情
と
面
し
つ
べ
き
あ
ヴ
、
無
情
と

 
認
ぜ
ざ
る
あ
り
、
艸
木
の
人
畜
の
如
く
な
る
あ
り
、

と
あ
り
、
「
龍
門
」
巻
に
は
、

 
鉱
毒
燭
駿
裏
有
師
子
駈
。
萌
芽
も
枯
木
龍
吟
な
り
。
も
し
枯
木
に
痴
れ
ば
い

 
ま
だ
龍
吟
せ
ず
。
宮
商
角
徴
羽
は
龍
吟
の
前
後
二
一
二
子
な
り
。

と
あ
る
。
又
、
道
元
の
「
学
道
用
心
集
」
に
は
、

 
仏
法
の
大
道
は
、
一
塵
の
中
に
大
千
の
経
巻
あ
り
。
一
穴
の
中
に
無
量
の
仏

 
ま
し
ま
す
。
一
艸
一
木
共
に
身
心
な
り
。
仏
道
の
身
心
は
草
木
瓦
礫
な
り
。

 
風
雨
水
火
な
り
。

春
夏
秋
冬
の
推
移
の
間
に
、
物
一
々
が
宇
宙
法
の
実
相
を
物
語
り
、
無
情
説
法

日
本
文
藝
學
原
論
 
 
「
日
本
的
霊
性
美
」

の
妙
味
を
全
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
帰
命
す
る
こ
と
が
自
然
法
爾
で

あ
り
、
無
為
自
然
で
あ
る
。
半
農
の
「
浄
土
論
注
」
に

 
「
阿
修
羅
の
琴
鼓
者
無
し
と
難
も
音
曲
自
然
也
」
と
あ
る
。
自
然
の
音
曲
は

宇
宙
生
命
の
律
動
で
あ
る
。
如
来
蔵
縁
起
の
音
曲
で
あ
る
。
こ
の
音
曲
を
聞
く
、

う
る
者
が
音
響
器
・
南
無
観
世
音
菩
薩
で
あ
る
つ
そ
の
者
の
利
益
は
、

 
善
男
子
、
若
無
量
百
千
万
億
の
衆
生
有
り
て
、
諸
の
苦
悩
を
受
け
ん
に
、
是

．
の
観
世
音
菩
薩
を
聞
き
て
、
一
心
に
名
を
称
せ
ば
、
観
世
音
菩
薩
、
即
時
に

 
其
の
音
声
を
観
じ
て
、
皆
解
脱
す
る
こ
と
を
得
し
め
ん
。

と
、
 
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
に
説
か
れ
て
あ
る
。
世
音
と
は
墨
流
し
て
常
住

な
ら
ぬ
有
為
の
世
界
の
煩
悩
衆
生
の
音
声
で
あ
る
。
観
世
音
菩
薩
は
、
こ
れ
観

照
し
慈
悲
し
給
う
て
あ
る
。
衆
生
が
南
無
観
世
音
と
称
え
る
の
は
、
観
世
音
の

慈
悲
が
称
え
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
「
野
守
鏡
」
に
は
、
 
「
般
若
経
に
は
一

切
諸
法
は
声
に
を
も
む
く
」
と
あ
り
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
宇
宙
生
命
命
を
律
動

す
る
音
響
体
と
確
認
し
た
。
律
動
は
宇
宙
の
秩
序
で
あ
る
。
そ
れ
は
悉
皆
衆
生

南
無
観
世
音
と
称
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
静
か
さ
や
岩
に
し
み
い
る
蝉
の

声
」
。
心
を
澄
し
た
時
に
こ
れ
が
聴
取
で
き
る
。
仏
教
は
こ
れ
を
帰
命
と
い

う
。
帰
命
と
は
和
で
あ
る
。
浬
藥
で
あ
る
。
称
名
・
題
目
・
声
明
・
和
讃
・
和

歌
・
．
朗
詠
・
今
様
・
平
曲
・
能
楽
等
諸
の
文
化
の
源
流
が
、
こ
の
帰
命
に
発
し

て
い
る
。

 
人
間
は
正
に
神
仏
か
ら
最
高
の
啓
示
を
受
け
る
瞬
間
に
お
い
て
、
自
己
を
象

徴
と
し
た
無
に
等
し
い
罪
悪
・
絶
望
・
至
恩
な
生
命
を
諦
観
す
る
。
こ
の
故
に

偉
大
な
る
芸
術
の
旋
律
は
悲
哀
で
あ
る
。
弘
法
大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
い

ろ
は
う
た
」
「
ほ
ろ
ほ
ろ
と
鳴
く
山
鳥
の
声
聞
け
ば
父
か
と
そ
思
ふ
母
か
と
そ

思
ふ
」
の
行
基
大
徳
の
歌
、
「
ね
ん
ね
ん
ね
ん
ね
一
よ
」
に
曇
る
子
守
歌
、
真
言
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宗
の
御
詠
歌
喝
南
無
阿
弥
陀
陀
仏
・
南
無
観
世
音
菩
薩
の
称
名
等
は
、
日
本
の

拝
情
詩
を
一
貫
す
る
悲
哀
を
象
徴
し
て
い
る
。
宗
教
的
実
存
と
し
て
の
悲
哀
を

日
本
人
に
自
覚
せ
し
め
た
も
の
は
仏
教
で
あ
っ
た
。
東
洋
に
お
け
る
宗
教
的
共

同
運
命
感
情
、
．
東
洋
に
お
け
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
導
き
出
し
た
の
は
、
梵
唄
で
あ

っ
た
。
梵
唄
は
日
本
に
お
い
て
は
、
和
讃
・
詠
歌
・
講
式
・
琵
琶
に
伴
奏
さ
れ

る
平
曲
・
浄
瑠
璃
に
そ
の
悲
哀
が
豚
流
す
る
。
悲
哀
は
入
興
の
有
限
に
絶
望
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み

た
者
が
、
高
く
普
遍
的
な
も
の
を
欣
求
す
る
心
情
で
あ
る
。
人
間
の
思
考
の
不

確
実
さ
に
絶
望
し
、
意
識
そ
の
も
の
に
不
信
を
抱
く
者
の
、
全
き
幸
福
は
無
意

識
の
牧
歌
的
な
状
態
に
あ
る
。
す
べ
て
無
意
識
な
美
は
、
純
粋
な
高
き
美
で
あ

る
。
源
民
物
語
の
中
に
一
千
有
語
を
数
え
る
あ
は
れ
が
浄
化
さ
れ
た
世
界
で
あ

る
。
源
信
の
天
台
浄
土
教
の
厭
欣
思
想
に
育
て
ら
れ
た
世
界
で
あ
る
。
「
野
守

鏡
下
」
に
は
、

 
諸
経
論
に
あ
か
す
所
、
声
の
徳
に
は
し
か
ず
。
然
則
釈
迦
善
遜
、
微
妙
法
の

 
声
を
の
べ
て
、
法
を
と
き
つ
㌧
衆
生
を
教
化
し
、
法
照
禅
師
は
、
五
会
の
典

 
を
と
～
の
へ
て
、
現
身
に
無
生
忍
を
え
し
よ
り
こ
の
か
た
、
月
氏
、
日
域
お

 
な
じ
く
音
律
声
明
の
道
を
た
し
な
ま
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
い
は
ゆ
る
法
道
和

 
尚
は
、
即
身
に
極
楽
世
界
に
ゆ
き
て
、
宝
池
の
浪
の
音
を
引
声
の
念
仏
に
つ

 
た
へ
、
慈
覚
大
師
は
、
独
行
に
如
法
法
花
を
修
し
て
、
骸
悔
の
な
じ
み
の
こ

 
ゑ
を
餓
法
の
妙
典
に
と
ど
め
、
ま
た
玄
弊
三
蔵
は
、
梵
網
戒
品
に
流
砂
の
お

 
ぼ
れ
声
を
調
せ
し
か
ば
、
出
家
の
人
は
こ
れ
を
学
し
、
在
家
の
人
は
か
れ
を

 
た
と
び
て
、
仏
事
を
お
こ
な
ふ
に
は
、
こ
の
道
を
ぞ
さ
き
と
し
侍
り
け
る
。

 
源
氏
も
の
が
た
り
に
、
こ
ゑ
す
ぐ
れ
た
る
か
ぎ
り
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
。

 
念
仏
σ
曉
が
た
な
ど
、
し
の
び
が
た
し
と
い
へ
る
も
、
 
（
半
巻
）
た
だ
其
声

 
の
よ
き
に
は
あ
ら
ず
、
声
明
に
す
ぐ
れ
た
る
僧
を
え
ら
ば
れ
た
る
よ
し
。
念

 
仏
と
い
へ
る
は
、
阿
弥
陀
経
の
典
な
る
べ
し
。
ま
た
お
な
じ
き
物
が
た
り
に

 
法
花
三
昧
お
こ
な
ふ
堂
の
餓
法
の
こ
ゑ
、
山
お
ろ
し
に
つ
き
て
き
こ
そ
く
る

 
と
た
ふ
と
く
滝
の
音
に
ひ
ゴ
き
あ
ひ
た
り
と
い
へ
る
も
、
 
（
若
葉
巻
）
お
ほ
、

 
か
た
の
景
気
ば
か
り
を
い
へ
る
に
あ
ら
ず
。
峨
法
の
典
に
山
風
の
お
ろ
し
ぶ

 
し
、
滝
の
つ
た
ひ
ぶ
レ
と
い
ふ
に
口
伝
の
あ
る
を
思
ひ
よ
そ
へ
て
か
き
た

 
り
。
娑
婆
世
界
は
、
声
望
得
道
の
国
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
音
律
た
だ
し
け
れ

・
ば
、
内
外
の
法
お
の
つ
か
ら
極
ず
る
も
の
也
。

と
あ
る
。
臓
法
と
は
法
華
臓
法
で
、
一
定
の
作
法
の
下
に
、
伽
陀
・
三
宝
礼
・

供
養
文
・
奉
此
段
・
敬
礼
段
・
五
偶
・
十
方
念
仏
・
．
後
唄
・
三
礼
・
錫
杖
の
順

に
座
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
音
楽
的
旋
律
の
悲
哀
美
が
あ
る
。
こ
こ
の
念
仏
は
止

観
念
仏
で
な
く
引
声
念
仏
で
あ
る
。
野
守
鏡
は
更
に
つ
づ
い
て
、

 
祖
師
蓮
界
上
人
は
、
宣
秋
門
院
の
御
悩
の
時
ま
み
り
て
法
華
三
法
を
よ
み
け

 
る
に
、
臓
法
の
声
に
お
ど
ろ
き
て
、
六
根
を
な
や
ま
し
た
て
ま
つ
り
つ
る

 
鬼
六
人
、
な
く
な
く
ま
か
り
い
つ
な
ど
、
女
・
院
の
夢
に
御
覧
ぜ
ら
れ
た
り
け

 
る
。
瞬
よ
り
御
心
ち
さ
わ
さ
わ
と
な
ら
せ
給
ひ
た
り
け
る
と
な
む
申
し
つ
た

 
へ
て
侍
り
。
慈
鎮
和
尚
は
、
此
上
人
を
先
達
と
し
て
、
声
明
を
興
行
せ
ら
れ

 
き
。
写
経
に
、
仏
法
滅
せ
む
と
す
る
時
は
、
声
明
菩
薩
ま
っ
か
へ
る
と
い
へ

 
り
。
…
…
朝
夕
音
律
の
曲
の
み
た
し
な
ま
れ
け
れ
ば
、
法
事
も
こ
と
に
あ
ら

 
た
に
門
跡
も
ま
こ
と
に
さ
か
え
た
り
け
る
。

と
あ
る
。
「
元
亨
釈
書
音
芸
無
」
に
は
、

 
本
朝
音
韻
ヲ
鼓
吹
ス
ル
者
四
家
ア
リ
。
経
師
ト
日
ヒ
梵
唄
ト
日
ヒ
唱
導
ト
日

 
ヒ
念
仏
ト
日
フ
。
声
明
ハ
筑
土
ノ
名
五
明
ノ
一
也
。
支
那
偏
物
シ
テ
梵
唄
ト

 
日
フ
。
良
忍
大
原
山
二
黒
シ
テ
ヨ
リ
盛
二
此
業
ヲ
唱
へ
以
テ
法
事
ノ
荘
儀
ト

 
ス
。
忍
声
明
二
深
ク
一
日
唄
策
ヲ
披
イ
テ
墨
譜
ヲ
壼
ク
。
忽
チ
策
申
二
光
明
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ヲ
出
ス
。
大
原
ノ
地
梵
唄
ノ
場
ト
成
り
、
方
今
天
下
声
明
ヲ
言
フ
者
皆
忍
ヲ

 
祖
ト
ス
。

と
あ
る
。
 
「
抑
々
声
明
が
普
及
し
て
日
本
の
一
般
芸
能
の
上
に
顕
著
な
影
響
を

与
え
る
に
至
っ
た
の
は
、
平
安
朝
の
始
め
嵯
峨
・
仁
明
天
皇
の
頃
で
、
天
台
宗

・
真
言
宗
が
申
心
で
あ
る
。
慈
覚
大
師
は
天
台
声
明
、
弘
法
大
師
は
真
言
声
明

を
伝
え
た
。
慈
覚
の
高
弟
源
信
僧
都
は
、
各
種
芸
能
の
天
才
で
あ
っ
た
が
、
平

易
な
和
文
を
以
て
多
く
の
「
和
讃
」
を
作
り
、
大
衆
の
問
に
仏
教
声
楽
の
新
路

を
開
拓
し
た
。
慈
覚
大
師
か
ら
九
代
目
の
天
台
声
明
中
興
の
祖
良
忍
上
人
は
洛

北
大
原
に
声
明
専
門
の
道
場
来
迎
院
を
建
て
た
。
良
忍
の
門
弟
家
寛
は
後
白
河

天
皇
に
声
明
を
伝
え
た
。
「
梁
塵
秘
抄
」
に
は
、
天
皇
の
声
明
研
究
が
多
く
入

っ
て
い
る
。

 
弘
法
大
師
が
支
那
か
ら
伝
来
し
た
声
明
も
全
国
に
希
及
し
た
が
、
浄
土
宗
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①

浄
土
真
宗
・
日
蓮
宗
に
伝
っ
た
も
の
は
、
主
と
し
て
天
台
声
明
で
あ
る
。
累
次

物
語
「
疑
巻
」
に
、
 
「
八
月
山
の
念
仏
は
慈
覚
大
師
の
始
め
給
へ
る
な
り
り
中

の
秋
の
風
涼
し
く
、
月
円
か
な
る
程
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
毎
年
八
月
十
五

日
望
の
月
夜
に
、
叡
山
西
塔
の
常
行
堂
で
引
声
念
仏
が
行
は
れ
て
い
た
こ
と
を

 
 
 
 
 
②

物
語
っ
て
い
る
。
慈
鏡
の
「
声
誉
書
」
 
（
＝
二
九
六
）
に
は
、
優
婆
梨
尊
者
が

釈
尊
入
滅
後
、
受
く
る
処
の
梵
唄
を
以
て
花
山
に
入
り
、
こ
の
山
を
根
嚢
に
し

て
盛
に
こ
れ
を
称
道
し
た
。
遠
山
に
つ
い
て
「
翻
訳
名
義
集
」
巻
三
に
「
尼
民

達
三
三
腱
に
は
地
三
山
と
い
う
。
そ
の
形
海
申
の
魚
に
似
る
故
に
」
と
あ
る
。

魏
の
曹
植
は
申
国
の
魚
山
に
遊
び
、
足
下
緑
門
を
流
れ
る
水
音
を
無
心
に
聞
き

清
雅
澄
徹
に
し
て
余
韻
深
く
、
自
ら
旋
律
を
な
し
空
々
に
響
い
て
曲
節
高
下
あ

り
、
そ
の
申
に
韻
律
を
感
得
し
、
遂
に
梵
唄
の
譜
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
。
魚

山
の
名
は
洛
北
大
原
の
近
く
に
認
り
、
「
魚
山
集
」
の
朱
書
に
、
「
福
山
の
両

日
本
文
藝
學
原
論
 
「
日
本
的
霊
性
美
」

傍
に
呂
の
川
律
の
川
在
り
、
案
ず
る
に
昔
大
原
声
明
の
元
祖
良
馬
の
住
処
、
こ

れ
に
よ
り
彼
の
声
明
に
魚
山
呂
律
の
名
称
を
設
く
」
 
（
原
漢
文
）
と
あ
る
。
そ

の
呂
律
は
声
明
道
の
肝
心
で
、
流
水
の
舌
早
ら
呂
律
を
な
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。 

①
田
辺
尚
雄
日
本
の
音
楽
一
五
一
頁

 
②
村
田
昇
源
氏
物
語
世
界
の
浄
土
教
第
六
篇
源
信
僧
都
第
七

 
 
 
篇
 
源
氏
物
語
と
往
生
要
集

第
二
論
 
和
歌
と
禅
定
一
白
楽
天
・
幽
玄

 
唐
の
白
楽
天
は
、
詩
三
一
致
の
大
詩
人
で
あ
る
。
和
歌
と
禅
を
論
ず
る
に
際

し
、
白
楽
天
を
為
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ゆ
白
氏
文
集
が
日
本
に
初
め
て
渡
来

'
し
た
の
は
、
承
和
五
年
「
（
八
三
八
）
で
、
楽
天
在
世
の
時
で
あ
る
。
楽
天
詩
が

平
俗
に
し
て
、
出
家
せ
ざ
る
方
外
の
仏
教
的
詩
人
で
あ
る
理
由
で
、
忽
ち
に
心

酔
し
、
菅
原
是
善
は
、
 
「
白
楽
天
讃
」
に
、
 
「
安
禅
の
病
を
治
め
、
菩
提
の
心

を
忽
せ
り
。
」
「
集
七
十
巻
、
壷
く
こ
れ
黄
金
」
と
讃
せ
し
は
、
そ
の
一
例
に

す
ぎ
ず
、
天
皇
を
初
め
高
級
の
智
識
人
こ
ぞ
っ
て
楽
天
に
私
淑
し
た
。
そ
の
理

由
は
楽
天
が
平
俗
と
仏
教
的
詩
人
で
あ
る
以
外
に
、
金
子
彦
次
郎
氏
は
、

 
 
一
 
白
詩
の
背
景
を
な
す
社
会
生
活
と
、
我
が
平
安
時
代
の
そ
れ
と
が
、
極

 
 
 
め
て
二
世
似
せ
る
こ
と
。

 
 
二
 
白
楽
天
の
地
位
身
分
と
、
我
が
平
安
時
代
文
学
者
の
そ
れ
と
が
、
又
頗

 
 
 
る
相
酷
似
せ
し
こ
と
。

 
 
一
 
白
楽
天
の
性
格
・
趣
味
・
人
と
な
り
等
、
又
殆
ん
ど
我
が
平
安
時
代
に

 
 
於
け
る
曲
ハ
型
的
日
本
人
と
も
称
す
べ
き
類
型
の
そ
れ
な
り
し
こ
と
。
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①

の
三
を
追
補
し
て
い
る
。

 
楽
天
は
当
時
隆
盛
の
華
厳
・
天
台
・
真
言
・
禅
・
浄
土
等
の
諸
宗
派
に
心
を

傾
け
て
修
養
し
た
が
、
殊
に
国
政
を
非
議
し
て
江
州
の
司
馬
に
配
流
の
後
は
、

全
く
意
を
政
界
に
絶
ち
、
心
機
一
転
、
一
意
三
門
に
進
み
入
り
、
年
と
共
に
益

々
上
引
し
て
遂
に
其
妙
諦
に
悟
入
し
た
の
で
あ
る
。
其
晩
年
の
作
品
の
如
き

は
、
殆
ん
ど
全
く
此
の
一
刀
か
ら
出
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
其
六
讃
偶
の
如

き
は
、
最
も
よ
く
彼
の
信
仰
の
境
地
を
証
す
る
と
思
は
れ
る
。
其
序
に
曰
く
、

 
楽
天
一
一
願
。
願
以
一
一
今
生
世
俗
文
筆
之
因
一
醗
為
二
来
生
讃
仏
一
転
法
輪

 
回
縁
一
也
。
今
年
登
二
七
十
一
。
老
一
病
 
。
三
二
来
世
一
宏
自
選
。
故
作
二
六

 
偶
「
脆
三
二
於
仏
法
僧
前
一
。
欲
三
一
起
・
同
月
・
縁
。
為
二
来
世
張
本
「
也
。

と
い
ひ
、
其
六
偶
に
於
て
所
謂
仏
、
法
・
衆
生
・
鐵
悔
・
発
願
の
真
諦
を
道
破

し
て
い
る
。
彼
は
請
居
回
騨
の
際
、
好
ん
で
老
荘
を
読
み
、
集
中
に
老
荘
に
関

す
る
吟
詠
が
少
く
な
い
。
彼
は
儒
教
的
立
場
か
ら
し
て
、
猛
然
よ
く
兼
済
の
誠

を
致
さ
ん
と
し
て
、
志
遂
に
成
ら
ず
、
失
脚
の
悲
運
に
陥
り
な
が
ら
、
．
而
も
知

足
三
分
、
超
然
よ
く
独
善
の
実
を
得
た
る
は
、
道
仏
二
教
よ
り
得
た
所
が
少
く

 
①

な
い
。
彼
が
大
詩
人
と
成
り
え
た
所
以
は
、
勿
論
天
賦
の
才
力
で
あ
る
が
、
「

香
山
寺
臼
氏
洛
中
集
記
」
の
、

 
我
有
二
本
願
一
「
願
以
二
今
生
世
俗
文
字
之
業
。
狂
言
綺
語
之
過
一
。
転
為
二
将

 
来
世
世
讃
仏
乗
詰
因
。
転
法
輪
之
縁
こ
也
。

と
い
う
絶
対
的
積
極
的
文
芸
観
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
日
本
人
の
詩
文
創
作
及
び

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②

受
賞
の
動
詠
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
仏
教
と
文
芸
が
結
縁
さ
れ
た
。
か
か

る
作
者
の
み
が
真
の
天
才
で
あ
り
、
古
典
的
価
値
が
あ
る
。

 
伝
教
大
師
の
若
年
経
営
に
よ
っ
て
、
野
冊
に
開
嘉
し
た
日
本
天
台
は
、
シ
ナ
の

天
台
大
師
の
創
始
し
た
天
台
宗
を
伝
え
て
A
一
層
光
彩
を
添
え
た
も
の
で
あ
る
。

天
台
大
師
の
教
義
は
、
教
相
門
と
止
観
門
に
分
か
れ
、
教
相
門
は
仏
教
の
理

論
的
私
訴
で
あ
り
、
止
観
門
は
教
相
門
の
考
究
せ
し
結
果
を
、
客
観
的
に
認

識
し
て
、
死
物
と
な
ら
し
め
ず
、
之
を
吾
人
の
一
心
に
応
用
し
来
り
、
吾
人
を

し
て
仏
陀
と
成
ら
し
め
ん
と
す
る
実
践
躬
行
の
方
面
な
り
、
故
に
教
相
と
止
観

を
智
目
行
足
と
喩
え
、
二
者
共
に
欠
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の

天
台
宗
と
、
シ
ナ
の
真
言
宗
と
達
磨
伝
来
の
禅
宗
を
合
せ
、
以
て
一
大
円
教
と

せ
る
も
の
が
、
日
本
天
台
で
あ
る
。
円
教
と
は
空
假
中
の
三
諦
の
円
融
教
で
あ

る
。
真
言
宗
は
有
門
の
假
諦
、
禅
の
空
門
は
空
回
、
有
空
の
二
三
を
兼
ね
、
空

回
の
二
諦
を
双
照
す
る
も
の
は
、
円
教
の
中
諦
で
あ
る
。
止
観
と
は
、
・
心
を
練

っ
て
一
切
の
外
境
や
乱
想
に
動
か
さ
ず
。
心
を
特
定
の
対
象
に
そ
そ
ぐ
を
止
（

Qっ

?
c
讐
冨
）
と
い
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
正
し
い
智
慧
を
お
こ
し
、
対
象
を
観
る

の
を
観
（
＜
一
b
9
ω
矯
9
謬
餌
）
と
い
う
。
仏
道
を
全
う
さ
せ
る
不
離
の
関
係
に
あ
る
。

止
観
に
は
後
天
的
な
実
践
面
に
お
け
る
迷
い
を
断
つ
徳
、
そ
れ
を
断
っ
て
生
じ

た
智
の
徳
、
本
来
的
に
智
・
新
の
主
徳
は
、
不
二
で
あ
る
と
す
る
徳
の
相
対
的

意
味
と
、
止
観
は
言
や
思
慮
を
超
越
し
た
も
の
で
、
絶
対
的
意
味
が
あ
る
と
す

る
虎
は
、
禅
的
で
あ
る
。
止
観
に
は
、
観
不
思
議
境
・
真
正
発
菩
提
心
・
善
行

安
心
止
観
・
破
法
偏
・
識
通
塞
・
道
品
調
達
・
対
治
邪
執
・
知
次
位
・
能
安
忍

・
無
法
愛
の
十
乗
の
観
望
が
あ
る
。

 
良
源
に
師
事
し
た
恵
心
流
の
祖
源
信
（
九
四
二
｝
〇
一
七
）
は
、
源
氏
物
語
に
は
横
川
僧

都
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
著
「
一
乗
要
決
」
は
、
天
台
の
宗
義
を
高

揚
し
た
革
製
で
あ
り
、
「
往
生
要
集
」
は
、
天
台
の
観
念
々
仏
と
善
導
の
称
名

念
仏
層
説
い
た
浄
土
教
の
聖
典
で
、
後
世
浄
土
教
の
祖
と
仰
が
れ
た
。
源
信
は

台
密
禅
一
致
を
以
て
観
門
を
立
て
た
。
即
ち
観
法
を
還
す
る
に
、
陶
頼
耶
の
八
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識
を
所
観
と
な
し
、
元
初
の
一
念
を
な
し
て
単
品
の
無
明
を
破
り
、
九
鼎
の
位

に
あ
る
三
十
三
諦
の
月
を
見
細
、
諸
尊
の
曼
茶
羅
を
開
き
鰭
。
本
覚
の
天
真
田

面
騨
を
頓
悟
せ
ん
と
す
る
「
観
心
暑
論
集
」
「
真
如
観
」
「
本
覚
讃
釈
」
「
空

観
」
は
、
実
に
そ
の
旨
を
明
か
に
示
す
。
弟
子
覚
超
は
、
観
法
の
用
心
は
、
第

一
に
色
を
去
っ
て
心
を
観
ぜ
よ
。
第
二
に
心
の
中
に
て
、
六
識
を
去
て
郊
外
を

観
ぜ
よ
。
第
三
に
八
面
の
申
に
て
、
界
面
の
頼
耶
を
去
り
、
法
外
の
頼
耶
を
観

ぜ
よ
。
第
四
に
血
道
の
頼
耶
に
就
い
て
、
心
心
を
去
り
、
元
初
の
一
念
を
観
ぜ

よ
。
第
五
に
元
初
の
一
念
に
就
き
、
其
相
を
去
り
、
魔
性
嬢
を
観
ぜ
よ
と
教
え

 
 
曾

て
い
る
。
頼
耶
は
蔵
識
と
よ
ば
れ
、
外
界
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
種
子
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
世
界
の
顕
現
を
成
立
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
ま
た
逆
に
外
的
事
象

の
種
々
な
る
影
響
を
受
け
い
れ
る
も
の
で
あ
る
。
儒
者
大
内
記
慶
滋
保
胤
が
起

し
、
指
導
的
地
位
に
立
っ
た
。
勧
学
会
は
、
保
胤
と
同
時
に
生
き
た
「
空
也
諌

」
の
著
者
源
為
憲
の
「
三
宝
絵
詞
」
（
下
）
「
比
叡
山
坂
本
勧
学
会
」
の
條
に
よ

れ
ば
、
法
の
諺
文
の
道
を
立
に
相
勧
め
な
ら
う
詩
道
仏
道
眉
味
の
結
社
で
、
十

四
日
の
夕
は
俗
は
月
に
乗
じ
て
寺
に
行
く
道
の
程
、
声
を
揃
え
て
、
楽
天
の
、

百
千
万
劫
菩
提
樹
 
八
十
三
．
年
功
徳
三

一
以
二
今
生
世
俗
文
字
之
業
。
 
狂
言
綺
語
之
誤
。

、
謙
為
二
当
来
世
世
讃
仏
乗
之
因
 
転
法
輪
目
縁
一
。

此
身
一
足
レ
愛
 
万
劫
煩
悩
根

此
身
何
回
・
厭
 
一
聚
虚
空
塵

等
の
詩
旬
を
濡
し
た
。
 
「
扶
桑
略
記
」
に
は
、
天
台
僧
二
十
石
弓
翰
林
学
生
二

日
本
文
藝
學
原
論
 
 
「
日
本
的
霊
性
美
」

十
名
合
せ
て
四
十
名
が
、
西
坂
本
で
、
毎
年
三
月
と
九
月
の
十
五
日
に
、
一
日

「
法
華
経
」
を
講
じ
、
そ
の
後
で
経
中
の
一
句
を
題
し
て
和
歌
を
詠
じ
詩
を
作

っ
た
。
保
胤
の
主
唱
で
、
狂
言
綺
語
の
罪
を
滅
ぼ
さ
ん
が
為
に
、
文
道
先
達
の

学
徒
を
あ
つ
め
て
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

 
シ
ナ
で
も
盧
山
白
蓮
社
等
、
文
人
か
ら
な
る
念
仏
結
社
が
あ
っ
た
が
、
保
胤

の
頃
日
本
文
芸
界
に
大
影
響
を
与
え
て
い
た
白
楽
天
も
亦
、
念
仏
結
社
を
営
ん

で
い
た
。
勧
学
会
も
そ
の
影
響
を
う
け
、
又
一
方
に
は
天
台
浄
土
門
の
興
隆
に

刺
戟
さ
れ
て
い
る
。
保
胤
に
は
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
「
十
六
相
讃
」
「
池
亭

記
」
の
著
が
あ
り
、
寛
和
二
年
横
川
に
入
山
し
て
出
家
し
、
面
心
と
改
め
た
。

最
も
止
観
に
熱
心
で
あ
り
、
「
池
亭
記
」
は
楽
天
の
「
池
上
篇
井
序
」
を
全
面

的
に
規
模
し
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
、
楽
天
の
詩
記
田
味
の
生
活
は
、

彼
の
理
想
で
あ
っ
た
。
彼
は
源
信
の
二
十
五
駄
結
縁
衆
の
有
力
な
一
人
で
あ
る

が
、
こ
の
三
昧
は
、
止
観
の
念
仏
か
ら
き
て
い
る
。

 
楽
天
も
老
荘
を
好
む
、
失
意
の
人
で
あ
り
、
保
胤
等
勧
学
会
に
集
る
文
人
貴

族
も
、
中
流
貴
族
で
藤
原
氏
専
横
の
時
代
の
日
陰
者
で
あ
っ
た
。
遠
く
道
真
を

は
じ
め
こ
れ
ら
文
人
が
、
楽
天
に
私
淑
し
、
現
世
否
定
的
な
浄
土
教
に
帰
依
し

た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

 
楽
天
の
以
狂
言
綺
語
之
誤
為
讃
仏
乗
之
因
と
い
う
文
芸
観
は
、
日
本
天
台
宗

で
最
も
重
要
聖
典
で
あ
る
法
華
経
安
楽
行
品
に
、
 
「
諸
の
外
道
・
梵
志
・
一
罪

子
等
、
及
び
世
俗
の
文
筆
・
讃
詠
の
外
書
を
造
る
、
及
び
一
回
陀
・
逆
路
伽
耶

陀
の
者
に
親
近
せ
ぎ
れ
」
と
あ
る
教
に
反
し
て
、
保
胤
の
在
世
社
会
は
、
源
氏

物
語
や
法
成
寺
の
如
き
美
的
仏
教
が
流
行
し
て
い
た
。
こ
の
矛
盾
に
処
し
た
思

考
が
、
天
台
の
中
道
実
相
の
助
を
か
っ
た
「
狂
言
綺
語
の
文
芸
観
」
で
あ
っ
た
。

末
長
く
日
本
人
の
文
芸
哲
学
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
協
力
し
た
も
の
は
、
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源
信
僧
都
の
「
往
生
要
集
」
等
で
あ
っ
た
。
「
往
生
要
集
」
は
善
導
の
「
往

生
礼
讃
」
を
受
け
、
「
往
生
礼
讃
」
は
世
親
の
「
浄
土
論
」
を
受
け
伝
え
て
い

る
。
三
者
を
貫
く
も
の
は
、
摩
詞
止
観
の
観
法
で
、
源
信
は
止
観
の
観
法
に
基

く
、
理
観
念
仏
を
最
尊
と
し
て
、
能
は
ざ
る
者
は
観
想
念
仏
を
以
て
せ
よ
と
す

る
。
又
、
「
観
心
髄
鞘
集
」
「
観
心
往
生
論
」
等
を
著
し
、
阿
弥
陀
の
三
字
を

以
て
空
帳
中
の
三
諦
と
し
、
念
仏
を
以
て
一
心
三
州
に
同
ず
る
も
の
と
し
た
。

観
想
念
仏
は
仏
の
美
し
い
三
十
二
相
等
を
心
に
観
想
す
る
念
仏
で
、
浄
土
所
依

の
三
部
経
に
説
か
れ
た
極
楽
の
如
く
寺
院
・
仏
像
・
絵
画
・
音
楽
・
庭
園
・
薫

香
・
静
寂
な
美
し
き
環
境
が
欣
求
さ
れ
る
。
此
土
の
極
楽
浄
土
で
あ
る
コ
絶
対

的
美
の
顕
現
で
あ
る
。
そ
れ
を
構
想
し
た
の
が
道
長
の
法
成
寺
、
二
十
五
菩
薩

来
迎
国
・
源
氏
物
語
で
あ
っ
た
。
源
氏
物
語
が
最
貴
の
古
典
で
あ
る
所
以
で
あ

る
。
し
か
し
か
く
の
如
き
仏
教
美
を
楽
み
う
る
も
の
に
は
、
高
官
と
多
く
の
富

を
私
有
し
て
不
耕
生
食
し
て
栄
華
に
満
足
し
た
一
部
の
上
層
貴
族
で
、
真
実
に

現
実
を
臓
土
と
し
て
厭
離
し
、
彼
岸
の
浄
土
を
欣
求
す
る
も
の
は
、
そ
の
他
の

貴
族
並
に
庶
民
で
あ
っ
た
。
保
胤
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
勧
学
会
の
道

場
創
設
の
廻
文
に
は
、
「
方
今
会
之
故
旧
、
人
数
不
レ
幾
、
或
是
散
位
、
或
亦

無
官
、
何
況
当
結
之
徒
、
貧
民
楽
レ
道
之
人
宿
巳
」
 
「
莫
・
辞
、
官
無
二
俸
禄
一
撃

道
、
家
太
貧
婁
」
と
あ
り
、
勧
学
会
に
集
っ
た
人
々
は
、
官
も
資
産
も
な
か
っ

た
。
「
池
亭
記
」
は
保
胤
の
白
楽
天
風
な
自
適
生
活
を
記
し
て
い
る
が
、
中

に
は
、
「
応
和
以
来
、
世
人
好
起
二
豊
屋
峻
宇
」
「
近
代
人
世
難
事
、
「
無
一
二

可
7
恋
、
人
払
為
・
師
者
、
先
レ
下
訳
レ
富
…
…
人
為
レ
友
者
、
以
レ
勢
以
レ
利
」
と
、

当
時
の
貴
族
を
批
判
し
、
 
「
官
爵
者
任
二
運
命
一
…
…
寿
豪
者
付
二
乾
坤
一
」
「
不
レ

要
二
屈
レ
膝
折
レ
腰
而
求
二
媚
干
王
候
将
相
こ
と
、
自
己
の
禅
的
な
貧
賎
を
誇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

り
、
貴
族
生
活
の
虚
栄
を
侮
辱
し
て
い
る
。
美
的
仏
教
の
半
面
に
は
、
街
頭
に

¢

乞
食
す
る
空
也
聖
の
如
き
禅
的
行
動
的
な
庶
民
浄
土
教
が
起
っ
た
。

 
源
信
は
散
乱
麓
動
ず
る
名
利
の
塵
労
を
横
川
の
静
寂
に
避
け
保
胤
達
と
二
十

五
三
昧
会
を
結
卑
し
て
い
る
。

 
三
昧
と
は
止
観
の
念
仏
か
ら
き
て
い
る
。
「
観
心
暑
要
集
」
に
、
 
「
夫
観
法

者
諸
仏
之
秘
要
、
衆
教
之
肝
心
也
。
故
天
台
宗
。
以
為
二
規
模
一
。
心
地
観
経
日
。

能
観
レ
心
者
。
究
童
解
脱
。
不
レ
能
レ
観
者
。
究
撃
沈
論
。
」
'
と
あ
る
。
狂
言
綺

語
の
文
芸
観
も
、
つ
ま
り
は
煩
悩
と
仏
心
と
、
複
雑
と
単
純
・
文
芸
と
菩
提
・

華
麗
な
浄
土
教
の
美
と
、
淡
白
・
素
朴
・
厳
格
な
禅
宗
と
の
中
道
を
大
観
し
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ご

止
観
の
妙
用
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
回
忌
無
住
の
「
沙
石
集
」
に
、
「
弟
子
の
兜

に
、
朝
夕
心
を
澄
し
て
和
歌
を
の
み
詠
む
者
が
あ
っ
た
の
で
、
僧
都
は
「
鬼
共
は

学
問
な
ん
ど
す
る
こ
そ
さ
る
べ
き
事
な
れ
。
こ
の
児
歌
を
の
み
好
み
て
所
詮
な

き
も
の
也
。
あ
れ
謄
の
者
あ
れ
ば
余
の
児
量
見
学
ぶ
。
明
日
里
へ
や
る
べ
し
」

と
、
同
宿
に
よ
く
よ
く
申
し
含
め
ら
れ
た
こ
と
と
も
知
ら
ず
、
月
冴
え
物
静
か

な
る
に
、
夜
打
ち
更
更
け
て
縁
に
立
ち
出
で
て
手
水
使
う
と
て
彼
の
児
詠
じ
て

い
う
。
 
「
手
に
結
ぶ
水
に
宿
れ
る
月
影
の
あ
る
か
な
き
か
の
世
に
も
む
む
か

な
。
」
僧
都
こ
れ
を
聞
い
て
隔
折
節
と
い
ひ
歌
の
禮
と
い
ひ
、
心
肝
に
染
み
て

あ
は
れ
で
あ
っ
た
の
で
、
歌
は
道
心
の
し
る
べ
に
も
成
る
べ
き
も
の
な
り
け
り
．

と
、
此
の
児
を
留
め
、
己
も
そ
の
後
は
歌
を
詠
ん
だ
と
あ
る
。
源
信
を
指
導
者

と
し
そ
の
世
界
観
に
嫁
っ
て
構
想
し
た
源
氏
物
語
に
は
、
螢
巻
に
は
全
巻
の
動

豚
と
し
て
の
仏
教
的
文
芸
哲
学
が
書
か
れ
、
や
が
て
こ
れ
が
源
氏
物
語
を
最
高

古
典
と
す
る
原
嫁
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
物
語
の
明
石
入
道
・
宇
治

十
帖
の
人
物
・
保
胤
や
空
也
に
は
・
天
台
浄
土
教
の
育
ん
だ
わ
び
・
さ
び
が
発

芽
し
て
い
る
。
こ
れ
を
繁
茂
さ
せ
貴
族
的
な
文
弱
を
衰
微
さ
せ
て
い
っ
た
の

は
、
中
世
全
体
に
亘
る
末
法
的
歴
史
社
会
で
あ
っ
た
。
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方
丈
記
は
の
わ
び
・
さ
び
は
、
保
胤
の
「
池
亭
記
」
を
通
じ
て
楽
天
の
「
池

上
轟
轟
序
」
に
影
響
を
う
け
て
い
る
。

 
源
信
の
禅
浄
双
修
と
い
う
天
台
浄
土
教
の
宗
義
の
真
実
は
、
外
相
や
名
目
は

変
っ
た
が
、
法
然
・
親
鷺
一
遍
を
一
貫
し
て
い
る
と
思
う
。
中
世
前
期
文
芸
の

崇
高
は
禅
の
所
産
で
あ
る
。
中
世
前
期
和
歌
に
つ
い
て
は
、
「
禅
の
本
質
と
人

間
の
真
理
畝
出
額
海
門
・
北
山
正
迫
・
禅
と
中
世
初
期
歌
論
」
が
あ
る
。
私
も
「

中
世
文
芸
の
仏
教
的
史
観
」
な
る
小
著
に
、
俊
成
・
定
家
の
歌
論
に
つ
い
て
書
，

い
て
お
い
た
。
止
血
古
今
和
歌
抄
・
沙
石
極
暑
の
説
話
文
芸
等
研
究
す
べ
き
こ

と
が
多
い
。

 
新
古
今
回
の
中
軸
に
あ
る
幽
玄
は
、
不
可
思
議
な
る
生
命
で
あ
る
。
一
切
衆

生
・
事
々
物
々
霊
く
不
可
思
議
な
る
生
命
を
蔵
し
て
い
る
。
大
美
・
妙
・
妙
有

・
霊
妙
・
四
次
元
・
大
宇
宙
生
命
で
あ
る
。
こ
れ
を
老
荘
や
禅
が
直
観
し
た
。

仏
教
で
は
如
来
蔵
・
阿
頼
耶
・
蔵
識
・
倉
庫
と
し
て
の
意
識
（
Ω
。
冨
冨
く
『
二
百
冨
）

種
子
識
・
創
造
者
す
る
魂
（
要
α
α
Q
o
一
9
。
）
を
名
づ
け
て
い
る
。
象
徴
．
美
し
き
魂

に
ぎ
み
た
ま

・
和
魂
で
あ
る
。
唐
の
詩
人
酪
賓
王
の
「
螢
火
賦
」
に
「
委
性
命
今
幽
玄
」
、

晋
の
謝
道
聡
の
「
登
山
」
の
詩
に
、
「
巌
中
間
盧
宇
 
寂
野
島
幸
手
」
。
臨
済

禅
師
に
「
仏
法
幽
玄
」
と
あ
る
。
日
本
で
も
伝
教
の
「
一
心
金
剛
戒
歯
止
」
に

「
得
諸
法
幽
玄
之
妙
」
。
弘
法
の
「
般
者
心
経
秘
鍵
」
に
、
「
釈
家
量
レ
多
末
レ

釣
二
此
幽
一
、
女
医
畢
節
理
、
義
息
筋
幽
玄
」
。
源
信
の
「
観
心
略
要
集
」
に
、

「
法
門
幽
玄
、
非
・
喩
レ
不
レ
知
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
源
信
の
意
見
は
、
法
門
の

幽
玄
さ
は
、
比
喩
・
方
便
つ
ま
り
形
象
化
せ
ね
ば
凡
夫
に
は
了
解
で
き
な
い
と

い
う
の
で
、
こ
こ
に
彼
の
天
台
浄
土
教
が
美
的
仏
教
と
い
は
れ
る
所
以
が
あ

る
。

'
尚
幽
玄
の
語
は
、
藤
原
宗
忠
の
「
作
文
大
鎧
」
や
菅
三
品
の
詩
に
見
ら
れ

 
惹
。
こ
れ
が
新
古
今
風
に
始
り
申
世
の
美
意
識
の
中
軸
と
な
っ
た
の
は
、
裳
古

 
襲
来
・
南
北
朝
紛
争
と
い
う
未
曽
有
の
内
憂
外
患
に
逢
い
、
挙
国
深
い
潜
在
的

 
可
能
力
・
日
本
的
霊
性
に
覚
め
た
の
で
あ
る
。
夢
の
告
や
神
風
を
信
b
、
無
か
「

 
ら
の
み
有
が
現
れ
る
こ
と
を
信
じ
る
程
、
形
而
上
的
神
．
秘
主
義
に
魅
せ
ら
れ
て

カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
し
 
 
 
さ
ち

 
い
た
鹿
に
、
幽
玄
の
美
が
顕
現
し
た
の
で
あ
る
。
記
紀
の
和
魂
が
奇
論
・
幸
魂

 
・
荒
魂
・
和
魂
と
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
活
動
を
す
る
如
く
、
無
量
の
種
子
を
蔵

 
す
る
如
来
蔵
は
、
多
様
な
美
し
き
魂
と
な
っ
て
雄
飛
す
る
。
定
家
は
こ
れ
を
有

 
心
体
・
面
白
体
・
鬼
拉
体
・
幽
玄
体
等
の
十
体
に
、
名
づ
け
た
。
禅
門
兼
修
の

 
美
で
あ
る
。
こ
の
十
体
を
包
摂
す
る
の
が
、
新
古
今
集
の
幽
玄
で
あ
る
。
長
明

 
の
「
無
明
抄
」
に
、

 
 
新
古
論
集
の
止
観
的
で
あ
る
こ
と
を
、

 
 
今
ノ
世
ノ
歌
ヲ
バ
ス
ズ
ロ
事
ノ
二
二
思
テ
、
ヤ
・
達
磨
宗
ナ
ド
ト
イ
フ
異
名

 
 
ヲ
付
テ
ソ
シ
リ
ア
ザ
ケ
ル

 
と
書
い
て
い
る
。
定
家
は
「
毎
月
抄
」
に
、

 
 
こ
の
十
体
の
中
に
い
つ
れ
も
有
心
体
に
す
ぎ
て
歌
の
本
意
と
存
ず
る
姿
は
侍

 
 
ろ
ず
。
…
…
さ
れ
ば
よ
ろ
し
き
歌
と
申
候
は
、
歌
ご
と
に
心
の
深
き
の
み
ぞ

 
．
申
た
め
る
。
…
…
朦
気
さ
し
て
心
底
み
だ
り
が
は
し
き
折
は
、
い
か
に
も
よ

 
 
ま
む
と
案
ず
れ
ど
も
、
有
心
体
は
出
来
ず
。

 
と
い
っ
て
い
る
。
美
的
概
念
と
し
て
の
有
心
体
を
、
様
式
概
念
と
し
て
の
幽
玄

 
体
よ
り
上
位
に
お
い
て
い
．
る
。
有
心
と
は
止
観
か
ら
湧
出
す
る
慈
悲
心
・
楽
天

 
の
兼
済
で
あ
る
。
感
性
と
理
性
の
調
和
で
あ
る
。

 
 
和
歌
は
日
本
人
の
美
の
最
勝
の
象
徴
で
あ
る
⑩
だ
か
ら
幽
玄
又
は
有
心
は
、

 
和
歌
に
多
く
妙
用
さ
れ
て
い
る
。
而
し
て
幽
玄
・
有
心
の
あ
る
慮
に
禅
や
老
荘

 
が
あ
る
。
漢
和
辞
典
に
よ
れ
ば
、
幽
に
は
、
か
す
か
、
か
く
れ
る
・
ひ
そ
む
・
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か
く
す
・
く
ら
い
ゼ
お
く
ぶ
か
い
・
ふ
か
く
と
お
い
・
ほ
の
か
・
と
じ
こ
め
る

・
し
っ
か
な
さ
ま
・
他
界
の
義
。
玄
に
は
、
く
ろ
・
奥
深
い
道
理
・
微
妙
・
静

・
清
く
静
か
、
の
義
が
あ
る
。
幽
玄
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
私
が
学
ぶ
こ
と
多
か
っ
た
の
は
、
岡
崎
義
恵
先
生
の
文
芸
学
的
研
究

と
、
大
西
克
礼
氏
の
美
学
的
研
究
「
幽
玄
と
あ
は
れ
」
で
あ
っ
た
。
私
も
「
日

本
文
学
の
仏
教
的
論
究
」
 
（
昭
二
十
七
年
）
。
 
「
中
世
文
芸
と
仏
教
」
 
（
昭
和

三
十
一
年
）
。
 
「
日
本
古
典
の
仏
教
精
神
」
 
（
昭
和
三
十
三
年
）
。
日
本
古
典

文
芸
美
の
伝
統
」
 
（
昭
和
三
十
六
年
）
。
「
中
世
古
典
の
仏
教
精
神
」
 
（
昭
和

四
十
九
年
）
と
、
研
究
し
つ
づ
け
た
。
大
西
氏
の
「
幽
玄
と
あ
は
れ
」
に
は
、

幽
玄
の
概
念
を
、
隠
蔽
・
朦
朧
・
静
寂
・
深
遠
（
難
解
な
思
想
を
蔵
す
る
）
・

充
実
相
・
神
秘
性
（
宇
宙
感
情
）
・
非
合
理
（
不
可
説
・
微
妙
を
列
挙
し
て
い

る
。
そ
し
て
幽
玄
概
念
の
最
も
中
心
的
な
意
昧
は
、
美
的
意
昧
の
深
さ
に
あ

る
。
こ
の
深
さ
は
、
心
の
深
さ
・
有
心
・
心
の
ま
こ
と
、
心
の
艶
等
精
神
の
価
-

値
内
容
と
照
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
定
家
は
「
毎
月
抄
」
に
、
有
心
体

は
惣
て
の
歌
に
亘
る
べ
く
、
最
勝
の
歌
体
で
あ
り
、
や
さ
し
く
も
の
あ
は
れ
に

心
深
く
、
歌
の
中
道
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
を
要
約
し
て
大
慈

悲
心
で
あ
る
と
い
っ
た
慈
悲
に
は
つ
ね
に
智
慧
が
離
れ
て
い
な
い
。
 
（
源
氏
物

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

語
世
界
の
浄
土
教
）
。
こ
れ
は
既
に
源
氏
物
語
に
お
い
て
醸
造
中
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
て
み
る
の
が
螢
巻
の
物
語
論
で
あ
る
。
私
は
こ
の
こ

と
を
「
源
氏
物
語
の
探
究
・
源
氏
物
語
の
仏
教
美
学
」
 
（
昭
和
四
十
九
年
）
に

論
究
し
た
。
大
西
氏
は
「
精
神
の
創
造
性
を
極
度
に
止
場
せ
し
め
馬
対
象
で
あ

る
絶
対
的
生
命
に
全
幅
の
我
を
帰
依
せ
し
め
る
純
粋
静
観
（
止
観
）
の
境
地
に

徹
す
る
時
、
自
然
と
精
神
・
対
象
と
我
が
一
体
一
如
と
な
っ
て
、
存
在
そ
れ
自

身
の
直
接
の
三
相
を
、
そ
の
刹
那
の
中
に
髪
面
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
立
付
の

存
在
が
全
の
存
在
に
、
、
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
が
、
マ
イ
ク
ロ
，
ス
モ
ス
に
拡
充
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③
 
④

れ
る
と
も
言
い
得
べ
き
、
美
的
体
験
の
特
殊
相
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て

い
る
。
こ
こ
に
崇
高
も
象
徴
も
蔵
レ
て
い
る
の
で
あ
る
。
定
家
は
元
々
価
値
的

概
念
で
あ
っ
た
幽
玄
を
、
乱
世
を
契
機
と
し
て
、
優
美
を
加
味
し
た
様
式
機
会

と
変
化
し
、
そ
の
代
り
に
「
愚
秘
抄
」
の
理
性
撫
民
と
か
、
楽
天
の
兼
済
と
か

陀
羅
尼
と
か
慈
悲
心
と
か
い
ふ
充
実
し
た
内
蔵
を
持
つ
有
心
を
創
新
し
た
の
で

あ
る
。
時
代
が
降
り
乱
世
が
深
刻
に
な
る
に
つ
れ
倫
理
性
を
主
張
す
る
「
愚
秘

抄
」
の
如
き
帳
押
書
も
で
て
き
た
の
で
あ
る
。
善
と
美
は
根
本
的
に
一
如
で
あ

る
。
そ
れ
が
日
本
の
歌
道
で
あ
る
。
日
本
人
と
称
す
る
時
、
国
土
も
人
で
あ

る
。
そ
の
日
本
人
を
美
し
く
す
る
道
は
歌
道
を
最
第
一
と
す
る
こ
と
が
、
日
本

の
伝
統
美
で
あ
る
。
歌
道
は
歌
道
と
称
す
る
宗
教
で
あ
る
。
学
徒
は
歌
作
ら
ん

と
志
を
立
て
、
大
学
に
至
っ
て
こ
れ
を
達
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
学
を
卒
え

て
、
詩
歌
に
親
し
ま
ぎ
る
者
は
、
学
未
だ
成
ら
ざ
る
者
で
あ
る
。

 
禅
定
の
文
芸
を
論
ず
る
者
は
、
中
世
の
禅
院
・
当
行
の
生
活
者
を
探
究
す
べ

き
で
あ
る
。
時
代
の
求
め
に
応
じ
幾
多
の
偉
大
な
る
精
神
の
英
雄
が
起
ち
上
っ

た
。
そ
れ
を
生
年
の
順
に
並
べ
て
み
る
。
法
然
・
虚
血
・
函
南
・
長
明
・
無
住

・
慈
圓
・
隆
寛
・
解
脱
・
聖
光
・
幸
西
・
位
付
・
聖
算
・
明
慧
・
虚
血
．
証
空

・
長
西
・
懐
奨
・
良
忠
・
道
元
・
聖
一
・
法
燈
・
立
言
．
・
日
蓮
・
大
応
・
他
阿

・
顕
意
・
一
遍
・
兼
好
・
凝
念
、
等
で
あ
る
。
日
本
人
の
精
神
力
を
顕
現
し
た

人
々
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
紙
数
の
制
限
が
あ
る
の
で
、
明
恵
上
人
を
取
上
げ
て

 
 
⑤

み
や
う
。

 
明
恵
は
高
倉
天
皇
の
承
安
三
年
紀
州
有
田
郡
に
生
れ
た
。
父
は
平
重
国
。
八

才
父
母
を
失
う
て
い
る
。
華
厳
に
帰
依
し
、
京
都
高
山
寺
の
草
庵
に
住
し
こ
こ

に
示
寂
し
た
。
六
十
歳
。
常
に
参
徒
を
戒
め
て
日
。
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噂

 
我
レ
常
二
志
ア
ル
人
二
コ
口
テ
、
仏
二
成
リ
テ
モ
何
カ
セ
ン
、
道
ヲ
成
シ
テ

 
モ
何
カ
セ
ン
。
一
切
求
重
心
ヲ
拾
ハ
テ
、
徒
ラ
者
二
成
リ
カ
ヘ
リ
テ
、
兎
モ

 
角
モ
私
ニ
ア
ラ
ガ
フ
コ
ト
無
ク
、
飢
来
レ
バ
食
シ
、
寒
来
レ
バ
被
ル
バ
カ
リ

 
ニ
テ
、
一
．
生
果
テ
給
バ
バ
大
地
ヲ
バ
打
碑
ヅ
ス
ト
モ
道
ヲ
打
ハ
ヅ
ス
事
ハ
ア

 
ル
マ
ヂ
キ
ト
申
ス
ヲ
、
徒
ラ
者
ト
イ
フ
ハ
先
ヅ
身
心
ヲ
道
ノ
申
二
入
レ
テ
、
、

 
恣
マ
ニ
睡
眠
セ
ズ
、
引
ク
マ
マ
ニ
任
セ
テ
雑
念
ヲ
モ
起
サ
ズ
、
自
由
ナ
ル
ニ

 
随
ツ
テ
坐
相
ヲ
モ
乱
ラ
ズ
、
終
日
終
夜
志
カ
ク
ノ
如
ク
シ
テ
、
能
ヲ
モ
嗜
マ

 
ズ
、
芸
ヲ
モ
求
メ
ズ
、
、
仏
二
成
ラ
ン
ト
思
ハ
ズ
、
道
ヲ
成
ゼ
ン
ト
モ
思
ハ
ズ

 
人
申
ノ
昇
進
更
二
投
ス
テ
、
一
、
切
求
ム
ル
心
チ
ク
シ
テ
、
一
生
ヲ
果
テ
ン
ト

r
イ
イ
フ
、
大
願
ヲ
立
テ
給
ヘ
ト
ナ
リ
。
生
涯
カ
ク
ノ
如
ク
徒
ラ
者
ニ
ナ
リ
カ

 
ヘ
ラ
バ
、
量
学
徒
ラ
ナ
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
ヤ
。
 
（
御
尋
抄
）

こ
れ
正
に
禅
の
骨
髄
で
あ
る
つ
上
人
の
信
奉
し
た
華
厳
思
想
は
、
道
元
の
「
正

法
眼
蔵
」
に
伝
は
っ
て
い
る
。
弟
子
の
喜
海
の
「
明
恵
上
人
伝
記
」
に
、
「
西

行
法
師
、
常
二
来
テ
物
語
シ
テ
云
ク
。
…
…
去
バ
一
三
業
出
テ
ハ
一
体
の
仏
像

ヲ
造
ル
思
ヲ
ナ
シ
、
 
一
句
ヲ
思
続
テ
ハ
秘
密
ノ
真
言
ヲ
唱
ル
ニ
同
ジ
。
我
長
歌

ニ
ョ
リ
テ
法
ヲ
早
事
ア
リ
云
々
、
」
沿
海
其
座
ノ
末
二
在
テ
、
聞
及
シ
マ
マ
注
・

之
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
明
恵
の
和
歌
の
指
導
の
一
人
は
、
西
行
で
あ
る
。
彼

の
和
歌
に
つ
．
い
て
は
、
 
「
井
蛙
眼
目
」
に
、
 
「
明
恵
上
人
は
此
道
数
寄
異
レ
他

．
な
り
、
価
て
新
勅
撰
に
も
歌
数
多
被
二
撰
入
一
、
又
自
ら
漫
心
集
と
い
ふ
集
を
書

き
て
、
歌
を
あ
つ
め
ら
れ
た
り
。
」
と
あ
る
。
当
時
は
定
家
及
そ
の
一
門
の
和

歌
風
が
世
を
摩
し
た
な
か
に
、
卒
直
に
し
て
独
特
な
る
用
語
句
法
の
妙
は
、
道

心
の
眼
を
以
て
見
た
も
の
で
あ
る
。
月
や
白
色
を
歌
う
た
歌
が
多
い
。
清
爽
な

悟
境
の
表
現
で
あ
る
。

 
住
房
の
西
の
谷
に
い
は
ほ
あ
り
、
定
心
石
と
名
づ
く
、
松
あ
り
縄
床
樹
と
名
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つ
く
、
も
と
二
枚
に
し
て
座
す
る
に
た
よ
り
あ
り
、
正
月
の
雪
ふ
る
日
、
少

 
し
ひ
ま
あ
る
ほ
ど
坐
禅
す
る
に
、
松
の
嵐
は
げ
し
ぐ
吹
き
で
、
墨
染
の
袖
に

霰
の
降
り
つ
も
り
て
導
け
る
を
つ
㌧
み
て
、
石
の
上
を
た
つ
・
と
て
、
衣
無
明

．
珠
の
た
と
ひ
を
思
ひ
い
で
～
よ
み
侍
り
け
る
。

松
の
し
た
岩
根
の
苔
に
 
す
み
ぞ
め
の
 
袖
の
あ
ら
れ
や
 
か
け
し
白
玉

 
（
新
勅
撰
十
、
釈
教
）

 
 
高
尾
ノ
草
庵
ニ
コ
モ
リ
キ
ル
ニ
、
後
夜
ノ
オ
コ
ナ
ヒ
シ
ハ
ム
ベ
ラ
ム
ト
テ

手
ウ
ヅ
ヲ
ケ
ノ
モ
ト
ニ
イ
タ
ル
ニ
、
イ
ト
ス
ク
ナ
ク
ナ
レ
ル
ミ
ヅ
ニ
、
月
ノ

 
ウ
ツ
リ
タ
ル
ヲ
ミ
レ
バ
、
イ
ヤ
シ
ケ
レ
ド
モ
、
二
、
三
密
ノ
マ
ド
ニ
イ
リ
テ

 
オ
コ
ナ
ビ
ノ
カ
ズ
モ
ト
シ
ツ
モ
レ
バ
、
由
具
福
智
故
、
真
心
如
満
月
ノ
観
念

 
モ
コ
・
ロ
ニ
ソ
ム
ニ
、
秋
ノ
月
タ
マ
ナ
ク
ス
ミ
テ
、
ミ
ヅ
ニ
ウ
ツ
ル
ヲ
ミ
テ

 
き
ょ
た
き
の
 
ふ
か
く
す
み
な
ん
 
水
の
い
ろ
は
 
人
け
が
す
ら
ん
 
そ
こ

 
は
 
に
ご
ら
じ

．
お
ほ
そ
ら
は
 
す
み
あ
ら
し
た
る
 
や
ど
な
れ
や
 
ま
つ
の
こ
ず
へ
に
・
お

 
つ
る
月
か
げ
 
高
山
寺
蔵

 
ア
カ
ア
カ
ヤ
 
ア
カ
ア
カ
ア
ヵ
ヤ
 
ア
カ
ア
カ
ヤ
 
ァ
カ
ア
カ
ア
カ
ヤ
 
ア

 
カ
ア
カ
や
月

 
マ
茅
ノ
コ
ノ
 
中
ナ
ル
モ
チ
ヰ
ト
 
ミ
ユ
ル
カ
ナ
 
白
雲
力
・
ル
 
山
ノ
端

 
ノ
月
遣
心
和
歌
集

注 
①
水
野
平
次
 
平
安
時
代
文
学
と
射
影
文
集
九
七
頁

＠＠＠＠

下
関
文
化
大
学
紀
要
第
十
号
 
村
田
昇

村
上
専
精
'
日
本
仏
教
史
綱

井
上
光
貞
 
日
本
浄
土
教
生
之
史
研
究

村
上
素
道
 
高
仙
寺
明
恵
上
人

狂
言
綺
語
の
文
芸
観
．

九
九
頁
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